
第１回 根室市議会 議会報告会 記録 

日時：平成 25年 6月 28日（金）18：30 

会場：総合文化会館 視聴覚室 

 

会長挨拶 

・今回がはじめての議会報告会 

・四年間にわたりつづけてきた議会改革の取り組みについて報告する。 

・その後、皆さんと意見交換を 

・議員定数削減 20名から 18名へ 

・昨年１２月は議会基本条例を制定 

・議会だよりのも昨年から 

・６月議会から一般質問を一問一答方式に 

・政務活動費を充実 10万円から 24万円へ 

 

報告 

（１） 議会改革の内容について 

・議会改革調査等特別委員会佐藤委員長より議会改革の内容について説明 

議会改革の経過 

   自己改革をすすめてきた 

   地方分権時代を迎え議会としての機能を発揮するため 

   北方領土問題にたいする活用、要請活動にもりようできるように増額 

   使途状況を報告することとした 

議会基本条例について 

   H23末 ８０９市議会 １５８市議会が制定済み  道内６市議会 

   条例の内容について説明 

    市民との情報共有と市民参加 

    会議の原則公開、議会だよりの発行等情報公開に努める 

    参考人制度、公聴会制度を明記 

    議員提案条例についてはパブリックコメントを実施 

   議会と行政の関係 

    一問一答方式 

    部長答弁も認める 

    行政側の反問権を認める。 

    政策提案の説明要求 

    議決事件の追加拡大について 

   



   採択請願への対応 

   文書質問 議会期間中を除き文書質問ができるように定めた。 

 

議員間討議の活性化 

学識経験者等による調査の活用 

政策立案能力・政策提言能力の向上を目的として研修の充実 

通年議会の採用 

議員定数の削減 ２名減の１８名に  

    ２名，４名，６名削減、現状維持の意見あった。 

政務活動費のアップの理由、目的の説明 

    政務活動範囲の拡大（北方領土対策活動費や要請・陳情活動などを新設） 

 

※約 1５分の説明の後、参加いただいたみなさんとの意見交換 

 

・政務調査費が１０万円から２４万になった経緯 

 ※北方領土啓発に使えるようになったことは評価する。 

説明 

議会改革の中でも、議員の活動の充実（議会全体として研修費、常任委員会の活動費、

政務活動費の充実）をという意見があった。 

常任委員会視察２年に一回の視察回数を撤廃 

通常の旅費は使い勝手が悪い、効率よく利用するために政務活動費を増 

他都市とも比べても低い額、根室の地理的な問題も踏まえ 

委員会の活性化、議員の資質向上のために必要と判断した。 

 

 

・一問一答方式、反問権を含め変わったことはあるか？ 

 

  説明 

いままでの一括質問、一括答弁方式では争点・論点が見えなかった。 

それが改善されたと思っている。 

まだまだ、理事者側、議員側も反省、改善が必要である。 

反問権は今議会では１件あった。 

 

・定例会１回、通年議会とは？また、いままでとなにがちがうのか 

 

  説明 



一年間をとして議会がひらかれている状況。 

 これまでは、定例会、臨時会も市長が招集 

通年議会が開会されているので、議長が招集できるようになる。（議長の招集権） 

必要に応じて議会の招集ができるので、議会の活性化が図られる。これまで市長の

権限で行ってきた専決処分としてきた事件も、原則、議長の権限で緊急議会を開催、

事前審査が出来るようになる。 

 また、常任委員会、特別委員会はいつでも必要に応じて開催できる様になる。 

  

・市民の参加者が少ないどうしてなのかな？ 

・このようにいつも市民の参加が少ないのか、普段どのくらい？  

 → 今議会は、一般質問で８名の傍聴があった。 

・多様な広報手段、メディア等を使う工夫は？ 

 → 検討する。 

・内容的に難しが、諦めないで何回もやってほし。 

 → 分りやすい報告会となるよう検討する。 

・改革の評価はだれがおこなうのか？ 

 → 議会改革調査等特別員会でおこなう。 

・議員間討議の活性化？具体的な政策提言、市民生活に活かしてゆくイメージがわかない？ 

→これまで議員間の討議はなかった。 

 行政から提案のあった様々課題について、議会だけで議論を深めることが必要と判断

した。 

 議員が共通認識、理解の下で政策判断、政策提言を行う。 

 

 

その他事項について 

 

・病院、医師確保について 

 

説明 

新しい病院になり機能としては充実した。 

しかし、一般会計予算の１０％近い操出を行っている病院会計の経営改善が必要。 

その為には医師の確保が必要である。 

新しい臨床研修制度により医師の偏在、地方の医師不足等の問題が起きている。 

道内の医育大学自体も医師不足であり、派遣要請を続けているが、困難な状況。 

一般公募も行っている。また。姉妹都市黒部市からも応援を頂いている状況。 

頭の痛い問題。 



 

産婦人科医師の確保の問題もある。 

看護師確保も大変であり、是非、根室出身者には戻ってきてほしい。 

奨学資金制度の活用してほしい。 

 

・町内会の問題 私有地の多い町会の道路関係 

 市の都市整備に道路をできるだけ簡易舗装をお願いしているがなかなかうまくいかな

い？ 

 よい方法はないか？ 

 →都市整備へ伝える。 

 

・市街地のシカ出没の問題  

まちのまんなかにシカがあらわれ、菜園、花畑等々に被害がでている。。 

なんとかならないか？ 

まちのまんなかでシカとぶつかる？ありえない話であるが？危険である。 

 

→ 行政へ伝え対策を検討していただく。 

 

以上 

 

・空港の整備、北極海航路についても総合計画策定作業の中で検討してほしい。 

議会としても検討してほしい。 

  

 


